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(57)【要約】
【課題】植木鉢又はプランター内への昆虫の飛来の防止 
又は抑制に向けられた防虫器具を提供する。
【解決手段】本考案に係る一態様の防虫器具１０は、支 
持部材１２と、前記支持部材１２に防虫剤Ｍを保持する 
保持具１４とを備える。例えば、支持部材１２は棒状部 
材であり、植物の土壌への立設用である。そして、支持 
部材１２から保持具１４に延びる延出部１６は、可撓性 
を有し、かつ、塑性変形可能であるとよい。
【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 支 持 部 材 と 、
　 前 記 支 持 部 材 に 防 虫 剤 を 保 持 す る 保 持 具 と
を 備 え た 、 防 虫 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 支 持 部 材 は 棒 状 部 材 で あ り 、 植 物 の 土 壌 へ の 立 設 用 で あ り 、
　 前 記 支 持 部 材 か ら 前 記 保 持 具 に 延 び る 延 出 部 は 、 可 撓 性 を 有 し 、 か つ 、 塑 性 変 形 可 能 で  
あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 防 虫 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 持 具 周 り を 覆 う 傘 部 材 を 更 に 備 え て い る 、
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 防 虫 器 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー な ど で の 植 物 栽 培 に お い て 用 い る こ と が で き る 防 虫 器  
具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 青 虫 な ど の 幼 虫 及 び 昆 虫 な ど が 、 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー 内 に 入 り 込 み 、 植 木 鉢 又 は プ ラ  
ン タ ー 内 の 植 物 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ は 、 植 木 鉢 よ  
り 害 虫 の 発 生 あ る い は 害 虫 の 出 入 り を 防 ぐ こ と が で き る と 共 に 、 防 虫 カ バ ー を 通 し て 植 物  
の 成 長 に 必 要 な 水 を 植 木 鉢 内 に 入 れ る こ と が で き る 植 木 鉢 用 防 虫 カ バ ー を 開 示 す る 。 こ の  
防 虫 カ バ ー は 、 土 壌 を 有 す る 植 物 が 収 容 さ れ た 植 木 鉢 の カ バ ー で あ っ て 、 少 な く と も 一 部  
に 親 水 性 繊 維 を 含 有 し て な る 不 織 布 又 は 親 水 処 理 が 施 さ れ た 不 織 布 か ら な る 不 織 布 カ バ ー  
体 で 構 成 さ れ 、 か つ 、 該 不 織 布 カ バ ー 体 に よ り 植 物 以 外 の 露 出 面 と な る 植 木 鉢 の 外 側 全 体  
及 び 植 木 鉢 の 上 側 の 土 壌 面 部 を 被 包 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ ０ ６ ８ ３ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー 内 の 植 物 に は 、 土 壌 か ら だ け で は な く 、 空 中 か ら 直 接 的 に 昆 虫 が  
飛 来 す る こ と が あ る 。 こ の よ う な 昆 虫 の 飛 来 を 防 ぐ 又 は 抑 制 す る こ と に 向 け ら れ た 防 虫 器  
具 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 、 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー 内 へ の 昆 虫 の 飛 来 の 防 止 又 は 抑 制 に 向 け ら れ た 防 虫 器  
具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 に 係 る 一 態 様 は 、
　 支 持 部 材 と 、
　 前 記 支 持 部 材 に 防 虫 剤 を 保 持 す る 保 持 具 と
を 備 え た 、 防 虫 器 具
を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 支 持 部 材 は 棒 状 部 材 で あ り 、 植 物 の 土 壌 へ の 立 設 用 で あ る 。 そ し て 、  
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前 記 支 持 部 材 か ら 前 記 保 持 具 に 延 び る 延 出 部 は 、 可 撓 性 を 有 し 、 か つ 、 塑 性 変 形 可 能 で あ  
る と よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 述 の 防 虫 器 具 は 、 前 記 保 持 具 周 り を 覆 う 傘 部 材 を 更 に 備 え て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 一 態 様 の 防 虫 器 具 に よ れ ば 、 支 持 部 材 を 介 し て 防 虫 剤 を 保 持 す る こ と が で き る の で  
、 例 え ば 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー に 用 い た と き 、 そ の 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー 内 へ の 昆 虫 の 飛  
来 の 防 止 又 は 抑 制 に 効 力 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 防 虫 器 具 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 防 虫 器 具 へ の 防 虫 剤 の 取 り 付 け の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 防 虫 器 具 の 適 用 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 防 虫 器 具 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 考 案 に 係 る 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 、 一 実 施 形 態 に 係 る 防 虫 器 具 １ ０ の 正 面 図 を 示 す 。 ま た 、 図 ２ に 、 防 虫 器 具 １ ０  
へ の 防 虫 剤 Ｍ の 取 り 付 け の 説 明 図 を 示 す 。 図 ３ に 、 防 虫 器 具 １ ０ の 適 用 例 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 防 虫 器 具 １ ０ は 、 支 持 部 材 １ ２ と 、 支 持 部 材 １ ２ に 防 虫 剤 Ｍ を 保 持 す る 保 持 具 １ ４ と を  
備 え る 。 保 持 具 １ ４ は 、 支 持 部 材 １ ２ か ら 延 び る 延 出 部 １ ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し  
て 、 防 虫 器 具 １ ０ は 、 保 持 具 １ ４ 周 り を 覆 う 傘 部 材 １ ８ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 支 持 部 材 １ ２ は 、 防 虫 器 具 １ ０ を 支 持 す る 機 能 を 有 す る 部 材 で あ る 。 こ こ で は 、 支 持 部  
材 １ ２ は 、 棒 状 部 材 で あ る 。 支 持 部 材 １ ２ は 、 植 物 の 土 壌 へ の 立 設 用 で あ り 、 例 え ば 植 物  
が 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー に 植 え ら れ て い る と き そ の 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー 内 の 土 壌 に そ の  
一 端 が 挿 さ れ る 。 例 え ば 、 支 持 部 材 １ ２ は 、 木 材 、 合 成 樹 脂 又 は 金 属 な ど の 材 料 又 は そ れ  
を 一 部 に 含 む 材 料 で 作 製 さ れ 得 、 こ こ で は 木 材 の 棒 で あ る 。 な お 、 支 持 部 材 １ ２ は 、 人 間  
の 手 の 力 で 塑 性 変 形 し 難 い も の で あ っ て も 、 人 間 の 手 の 力 で 簡 単 に 塑 性 変 形 可 能 で あ っ て  
も よ く 、 種 々 の 材 料 で 作 ら れ 得 、 ま た 、 種 々 の 形 状 を 有 し て も よ い 。 支 持 部 材 １ ２ は 植 物  
を 支 え る 支 柱 （ 不 図 示 ） に 結 び つ け ら れ て 用 い ら れ て も よ く 、 圃 場 に お い て 畝 に 沿 っ て 設  
置 さ れ る ワ イ ヤ ー 等 の 紐 状 部 材 に 取 り 付 け ら れ る フ ッ ク 等 で あ っ て も 、 そ の 紐 状 部 材 そ の  
も の を 含 ん で も よ い 。 し か し 、 支 持 部 材 １ ２ は 、 保 持 具 １ ４ に 保 持 さ れ た 防 虫 剤 Ｍ を 空 中  
に 保 つ こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る と よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 延 出 部 １ ６ は 、 支 持 部 材 １ ２ か ら 保 持 具 １ ４ に 延 び る 。 こ こ で は 、 延 出 部 １ ６ は 、 そ の  
一 端 が 支 持 部 材 １ ２ に つ な が り 、 そ の 他 端 が 保 持 具 １ ４ に つ な が る 。 延 出 部 １ ６ は 、 可 撓  
性 を 有 し 、 か つ 、 塑 性 変 形 可 能 で あ る 。 こ こ で は 、 延 出 部 １ ６ は 、 所 謂 針 金 で あ り 、 外 力  
に よ り し な や か に 撓 む こ と が で き 、 ま た 、 塑 性 変 形 可 能 で あ る が 、 他 の 材 料 で 作 製 さ れ て  
も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 保 持 具 １ ４ は 、 詳 細 な 図 示 は 省 略 す る が 、 こ こ で は 所 謂 ク リ ッ プ で あ り 、 防 虫 剤 Ｍ が 取  
り 外 し 可 能 に 取 り 付 け ら れ る こ と が で き る 。 な お 、 保 持 具 １ ４ は 、 ク リ ッ プ で あ る こ と に  
限 定 さ れ ず 、 例 え ば 皿 、 カ ゴ な ど で あ っ て も よ く 、 使 用 状 態 に お い て 防 虫 剤 Ｍ を 保 持 す る  
機 能 を 有 す る 種 々 の 構 成 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 傘 部 材 １ ８ は 、 保 持 具 １ ４ 周 り を 覆 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 傘 部 材 １ ８  
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は 、 保 持 具 １ ４ に 防 虫 剤 Ｍ が 保 持 さ れ て い る と き 、 そ の 防 虫 剤 Ｍ を 実 質 的 に 覆 う こ と が で  
き る 。 こ こ で は 、 傘 部 材 １ ８ は コ ッ プ 状 部 材 で あ り 、 そ の 一 部 に 開 口 部 １ ８ Ａ を 有 す る 。  
図 １ に 示 す よ う に 、 傘 部 材 １ ８ は 、 コ ッ プ を 逆 さ に し た よ う に 、 つ ま り 、 開 口 部 １ ８ Ａ が  
下 側 を 向 く よ う に 防 虫 器 具 １ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 な お 、 「 傘 部 材 １ ８ が 保 持 具 １ ４ 周 り  
を 覆 う 」 の 「 覆 う 」 と は 、 保 持 具 １ ４ 又 は 防 虫 剤 Ｍ へ の 直 接 的 な ア ク セ ス を 生 じ 難 く す る  
こ と に 向 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 雨 粒 か ら 保 持 具 １ ４ 又 は 防 虫 剤 Ｍ を  
保 護 す る こ と に 向 け ら れ て も よ い 。 ま た は 、 傘 部 材 １ ８ は 、 防 虫 剤 Ｍ の 日 除 け 、 つ ま り 、  
直 射 日 光 が 当 た ら な い よ う に 設 け ら れ て も よ く 、 そ の 場 合 、 傘 部 材 １ ８ の 少 な く と も 一 部  
又 は 全 部 は 光 透 過 性 に 劣 る 所 謂 不 透 明 な 材 料 、 例 え ば 紙 又 は ア ル ミ ホ イ ル で 作 製 さ れ 得 、  
あ る い は 、 そ の 内 側 又 は 外 側 に 不 透 明 な 材 料 を 少 な く と も 部 分 的 に 配 し て 作 製 さ れ て も よ  
い 。 傘 部 材 １ ８ は 、 防 虫 剤 Ｍ の 特 性 に 応 じ て 選 択 さ れ た 透 明 な 材 料 又 は 不 透 明 な 材 料 で 作  
製 さ れ る と よ い 。 な お 、 傘 部 材 １ ８ の 少 な く と も 一 部 が 光 反 射 性 の 高 い 材 料 、 例 え ば ア ル  
ミ ホ イ ル を 有 す る こ と で 、 そ の 部 分 又 は 全 体 で の 光 反 射 に よ り 、 昆 虫 や 鳥 な ど へ の 忌 避 効  
果 を 高 め る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 延 出 部 １ ６ は 、 傘 部 材 １ ８ の 孔 １ ８ Ｈ を 貫 通 し て 、 傘 部 材 １ ８ の 外 側 か ら 内 側 に 延 び る  
。 し た が っ て 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 延 出 部 １ ６ に お け る 傘 部 材 １ ８ の 位 置 を 、 延  
出 部 １ ６ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 自 由 に 変 え る こ と が で き る 。 例 え ば 、 延 出 部 １ ６ の 長 手 方 向  
中 間 位 置 に 傘 部 材 １ ８ を 位 置 づ け る こ と で 、 傘 部 材 １ ８ か ら 保 持 具 １ ４ を 離 し 、 こ こ で は  
保 持 具 １ ４ を 露 出 さ せ 、 よ っ て 保 持 具 １ ４ へ の 防 虫 剤 Ｍ の 取 り 付 け 又 は 保 持 具 １ ４ か ら の  
防 虫 剤 Ｍ の 取 り 外 し を 容 易 に 行 う こ と を 可 能 に す る （ 図 ２ の 矢 印 Ａ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 防 虫 剤 Ｍ は 、 常 温 に お い て 固 体 又 は 液 体 で あ る と よ く 、 そ れ に 応 じ た 構 成 を 保 持 具 １ ４  
は 有 し 得 る 。 防 虫 剤 Ｍ は 、 虫 の 忌 避 効 果 の あ る 薬 剤 で あ れ ば よ く 、 種 々 の 成 分 の も の を 用  
い る こ と が で き る 。 防 虫 剤 Ｍ は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 既 存 の 防 虫 剤 が 用 い ら れ る こ  
と が で き る 。 こ こ で は 、 防 虫 剤 Ｍ は 常 温 で 固 体 で あ り 、 空 気 中 で 固 体 か ら 気 体 へ 昇 華 す る  
も の で あ る と よ い 。 例 え ば 、 防 虫 剤 Ｍ は 、 ナ フ タ リ ン 、 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン （ パ ラ ジ ク  
ロ ル ベ ン ゼ ン ） 、 無 臭 性 の ピ レ ス ロ イ ド 系 薬 剤 （ エ ン ペ ン ト リ ン ） の い ず れ か １ つ 又 は 複  
数 を 含 む こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 パ ラ ゾ ー ル （ 登 録 商 標 ） を 防 虫 剤 Ｍ と し て 用 い る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 防 虫 器 具 １ ０ は 、 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー ２ ０ 内 の 土 壌 ２ ２ に 立 設 さ  
れ る 。 こ の と き 、 支 持 部 材 １ ２ の 一 端 １ ２ ａ は 土 壌 ２ ２ に 挿 さ れ 、 こ れ に よ り 防 虫 器 具 １  
０ が 安 定 し て 支 持 さ れ る よ う に な る 。 支 持 部 材 １ ２ の 他 端 １ ２ ｂ に は 、 延 出 部 １ ６ が つ な  
が れ て い て 、 土 壌 ２ ２ の 表 面 か ら 離 れ た 位 置 に あ る 。 延 出 部 １ ６ は 、 可 撓 性 を 有 し 、 か つ  
、 塑 性 変 形 可 能 で あ り 、 こ こ で は 針 金 で 形 成 さ れ て い る の で 、 支 持 部 材 １ ２ か ら の 延 出 状  
態 を 自 由 に 変 え る こ と が で き る 。 図 ３ で は 、 植 木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー ２ ０ 内 の 植 物 ２ ４ か ら  
少 し 離 れ た 位 置 に 保 持 具 １ ４ に 保 持 さ れ た 防 虫 剤 Ｍ が 位 置 す る と こ ろ を 実 線 で 示 し 、 植 木  
鉢 又 は プ ラ ン タ ー ２ ０ 内 の 植 物 ２ ４ に よ り 近 い 位 置 に 保 持 具 １ ４ に 保 持 さ れ た 防 虫 剤 Ｍ が  
位 置 す る と こ ろ を 破 線 で 示 し て い る 。 支 持 部 材 １ ２ か ら 延 出 す る 延 出 部 １ ６ の 延 出 状 態 を  
変 え る こ と で 、 こ の よ う に 防 虫 剤 Ｍ の 位 置 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 防 虫 器 具 １ ０ を 用 い て 植 物 ２ ４ の 土 壌 ２ ２ か ら 離 れ た 位 置 か つ 植 物  
２ ４ の 近 傍 に 防 虫 剤 Ｍ を 配 置 す る こ と で 、 蝶 な ど の 昆 虫 が 植 物 ２ ４ に 近 づ く こ と を 防 ぐ 又  
は 抑 制 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 防 虫 器 具 １ ０ は 、 植 物 ２ ４ 又 は そ の 付 近 へ の つ ま り 植  
木 鉢 又 は プ ラ ン タ ー ２ ０ 内 へ の 昆 虫 の 飛 来 の 防 止 又 は 抑 制 の 効 果 を 発 揮 す る こ と が で き 、  
よ っ て 、 例 え ば 植 物 ２ ４ に 昆 虫 が 卵 を 産 み 付 け る こ と を 防 ぐ 又 は 抑 制 す る こ と が で き る 。  
こ れ に よ り 、 昆 虫 の 幼 虫 、 例 え ば 青 虫 に よ り 植 物 ２ ４ が 食 い 荒 ら さ れ る こ と を 防 ぐ 又 は 抑  
制 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 な お 、 本 開 示 は 、 防 虫 器 具 １ ０ を 用 い て 防 虫 剤 Ｍ を 土 壌 ２ ２ の 近 く 又 は 土 壌 ２ ２ 中 に 位  
置 付 け る こ と を 排 除 し な い 。 し か し 、 好 ま し く は 、 防 虫 器 具 １ ０ を 用 い る こ と で 防 虫 剤 Ｍ  
は 空 中 に 配 置 さ れ る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 傘 部 材 １ ８ の 外 側 を 覆 う よ う に 網 状 部 材 ２ ６ が 設 け ら れ る と よ い 。  
網 状 部 材 ２ ６ は 、 例 え ば 合 成 樹 脂 製 ネ ッ ト で あ り 、 子 供 又 は 農 作 業 者 な ど が 防 虫 剤 Ｍ に 意  
図 せ ず 触 れ る こ と を 更 に 防 止 す る 又 は 抑 制 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 、 本 考 案 に 係 る 実 施 形 態 及 び そ の 変 形 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 考 案 は そ れ ら に 限  
定 さ れ な い 。 本 願 の 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 に よ っ て 定 義 さ れ る 本 考 案 の 精 神 及 び 範 囲 か  
ら 逸 脱 し な い 限 り 、 種 々 の 置 換 、 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ０   防 虫 器 具
１ ２   支 持 部 材
１ ４   保 持 具
１ ６   延 出 部
１ ８   傘 部 材
２ ６   網 状 部 材
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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